








要約：進行性の筋ジストロフィー症(DMD)の診断は従来、臨床症状、家族歴、高 CPK 血症、

筋生検により行われてきた。最近、DMD の遺伝子(ジストロフィン遺伝子)が単離され、こ

れを用いたサザンブロット法による診断、遺伝子解析が広く行われている。私達はヘパリ

ン血より抽出した DNA を用い、ジストロフィン遺伝子プライマーを 9種作成し、遺伝子増

幅法(PCR)を用いて診断を行ないその有用性を確認した。


